

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ウェイクアップ工法の開発と実施（施工編）について報告します。
施工編では、ウェイクアップ工法を採用するに至った経緯の詳細と、実施結果について報告します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
設計編で説明があったとおり、地上棟北側のＣＷ下地鉄骨は、幅１２７．５ｍ、高さ２８．２ｍ、総重量５００ｔ、組立精度±２ｍｍで、鉄骨そのものが仕上材となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これが、ＣＷの下地となる見付け６０ｍｍ、奥行き１２０ｍｍの無垢鉄骨です。

これをシャーリングの上、プレス成形し、使用します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この無垢鉄骨を

幅３．７５ｍ

高さ１．２ｍから１．８ｍ

奥行き６６０ｍｍの箱状に溶接接合し、

溶接部全てをグラインダーで直角に仕上ることが設計者の強い要望であり、設計図書に明記されていました。

部材総数は３６００ピース、溶接箇所数５０００ヶ所、仕上げ箇所数は２８０００ヶ所にも及びます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
工期に関しては、発注が国土交通省であることから、出来高検査のため北面ＣＷ工事を3月末までに完了しておかねばならず、マスター工程に対し、1ヶ月の工期短縮が必要でした。


DTADTITLED

B 52 & 21 (HE T 46) LA EDRE 5

B 8 %) A K
= TR RIER
REMHER FHIL TSR R T - IR AL sth#H 7
RELI-EXE EXIR
IR HELR B ETE A - INiE D 1 o el T] o8 |

#H T ER A BB R
T HA%E 4B BIIREDSYTEE
HEI{EED3hER L T B 4k B 3



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上の施工条件で、

安全性確保↓   組立精度確保↓     工期短縮を図るためには↓

高所作業を如何に低減するか↓   組立形状を如何に保持するか↓
安定した作業台・作業床を如何に構築するか↓
溶接歪み・収縮を如何に抑制するか↓
作業所での組立部材数を如何に低減するか↓
前工程である本体鉄骨工事と如何に並行して作業するか↓
工程上クリティカルとなる溶接部研削作業の効率を如何に向上させるかが重要と考え↓

方策として、地組み↓    部材のユニット化↓   研削機械の開発を挙げました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
工場での部材ユニット化に関しては、工場内生産設備と輸送における寸法上の制限から形状・寸法をこのように決定しました。

これにより、作業所で組立てる部材数は、３６００ピースから７１１ピースに、溶接箇所、仕上げ箇所数もこのように低減できました。

また、開先形状は、溶接熱収縮を抑制するのに有利なルートギャップ０ｍｍの部分溶け込み溶接を提案し、採用されました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、地組み方法に関してですが、地組みの形状・寸法は、ヤードの大きさと建方方法によって、大きく左右されます。ヤードとしては、北側アトリウムの前面にあたる外壁面とほぼ同じ大きさの東西中庭を選定しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
建方方法に関しては、地組みした鉄骨を引起す方法や
吊り込みながら部材を継ぎ足す方法、
大型クレーンを使用する方法を検討した結果、

Ｃ案、Ｄ案では、分割したユニット建方後の……に問題があり、

Ｂ案ではスライドレール、ガイドレール……に問題がありました。

そこで、地組み・建方後の……ウェイクアップ工法を採用しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
設計編でも述べたとおり、本工法は日本初の試みです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本工法採用にあたっては、本来立った状態で設計された鉄骨を

引起す際の

構造体の強度や補強方法の検討

建方が進むにつれて

水平に近づく建方形態への

揚重設備の機能・能力の検討

約３００ｔの鉄骨を無理なく回転させるための回転軸の構造・組立精度・信頼性の検討

起き上がるにつれて不安定になる円弧状建方の管理方法と本体鉄骨との接合方法の検討が必要でした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、関係各部署の協力のもと、故障解析的手法を用いて重要検討項目を抽出し、


各部の構造解析を行った上で、


確認施工による検証を行い、


信頼性・安全性を確認した上で施工を開始しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、地組み工事について説明します。

地組み工事は、東西それぞれ８ブロック、６ブロックに分けて施工しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、高さ１．２ｍの地組み用Ｈ鋼架台を設置します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に鉄骨を油圧クレーンで架台上に設置します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これが鉄骨据付け状態です。

鉄骨は、工場で寸法精度±１ｍｍで製作しており、

鉄骨相互に±０．５ｍｍの位置精度で空けた１４ｍｍの孔にスプリングとピンを挿入することで、位置決め・仮支持する機構としています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
鉄骨の位置決めは、トランシットと鋼製巻尺で管理しました。

計測精度を確保するため、トランシットは測角精度１秒のものを採用しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、基本墨の管理を徹底するために、敷地外に設けた基準点から三次元測量器を使って各通りの基準ポイントを毎日確認した上で作業を実施しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これが溶接作業状況です。上向き溶接が生じるため、品質確保のために


ＡＷ資格保有者のうち、当作業所での技能付加試験に合格した作業員４名で実施しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
工程上クリティカルとなるグラインダー仕上げ作業には、常時３０名から４０名の作業員を投入し、

研削機械も４台導入しました。

この研削機械導入により、最も労力の要する溶接部下端研削作業の施工効率が大幅に向上しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、大型仮設テントの設置により、

作業の全天候化が図れ、工期短縮に貢献できました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これが、地組み完了状況です。地組みの段階で仕上塗装と、


一部ＣＷ工事を実施しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本体鉄骨工事などと並行して実施した地組み工事は、架台設置から仕上完了まで、西工区１．５ヶ月、東工区１ヶ月で安全に完了しました。
それでは、次に建方工事について説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
西工区２６７ｔ、東工区２０９ｔの鉄骨建方には、

４階に１２度の勾配で設置した１００ｔ油圧ジャッキを西工区９台、東工区６台使用しました。ジャッキと鉄骨とを結ぶ７本のＰＣ鋼より線は、最初４０度の角度で斜め下を向くことから、

ジャッキ前面にこの円形のガイド金具を設置し対応しました。

回転軸となる柱脚部のピン設置状態はこのようになっています。

また、これが鉄骨側の吊り点設置状況です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
設計編で説明のあったとおり、構造体の各部の強度面から吊り点レベル差は１５ｍｍ以内に抑える必要がありました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、油圧ジャッキにこのストローク計を

揚体の吊り点直下にはこのｽﾄﾛｰｸ計を設置し、

各部に応力測定用歪みゲージを取付け、建方中の揚体変形と応力を制御管理しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、バランス点を堺に、自重により本体鉄骨側へ転倒する状態を制御するために、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
柱脚部にこの油圧ジャッキを、４階にこの緩衝材を設置し、揚体移動量の制御を行いました。
次にウェイクアップ状況について説明します。


YIA T YT IED
B 5t L 216 (16 T4R) BAIE 28

} Solisdn 1655
LA E 10
Dy HRFETE 220t

HhtNBE LY E10%iR

|IIJ_IL |In| ]'HLr

= o

r
.......


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これが、ウェイクアップ開始後、１時間経過した状態です。
引起し角度は１０度、ジャッキ総荷重２２０ｔで地切り時に２４０ｔあったジャッキ荷重が１０％減少しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３時間経過、角度４０度の状態です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
４時間経過、６０度の状態です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
５時間経過、７５度の状態です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
６時間経過、引起し角度８５度。バランス点付近の状態です。
ジャッキ総荷重は１５ｔで、地切り時荷重に対し９５％減少しています。


この時点で、柱脚部の転倒防止ジャッキを作動させ、これ以降は５０ｍｍ刻みで揚体を牽引しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
７時間経過、引起し角度８７度の状態です。この時点で揚体は４階の緩衝材と接し、

これ以降は、緩衝材をジャッキで圧縮変形させながらゆっくりと本体鉄骨に定着させました。

ジャッキ牽引量３０ｍを８時間で安全に建方完了しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ウェイクアップ……できました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、……・できました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
工場での…・・図れました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新工法の開発・実施により、……作業効率向上が実現できました。

当作業所における他の部位で同様の鉄骨を在来工法で施工した結果と比較した結果、

一日一人当たりの施工箇所数で比較すると、溶接作業では在来工法に比べ１．９倍、仕上げ作業では１．６倍の施工効率向上を図ることができました。
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鉄骨工事

（ヶ所／人工・日）

（在来工法）

（地組工法）
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ウェイクアップ

		

				鳶		地組相伴		調整		溶接		Ｇ仕上げ		塗装		雑鍛冶		本締め		鳶		地組相伴		調整		溶接		Ｇ仕上げ		塗装		雑鍛冶		計

		37,185				3																												3

		37,187				3																												3

		37,188				2				2						4																		8

		37,189				2				3		3																						8

		37,190				2				3		3																						8

		37,191								3		10																						13

		37,192								3		7																						10

		37,193																																0

		37,194								3		16																						19

		37,195								3		14																						17

		37,196								3		16																						19

		37,197						2		3		13																						18

		37,198						2		3		11																						16

		37,199								3		17																						20

		37,200										10																						10

		37,201				1				3		20																						24

		37,202				1				3		20																						24

		37,203				2				2		24.5																						28.5

		37,204				2		2				23																						27

		37,205						2		3		21																						26

		37,206				2		2		3		19																						26

		37,207						2				15																						17

		37,208						2		3		23																						28

		37,209				2		2		4		21																						29

		37,210						2		4		17																						23

		37,211				4				3		20																						27

		37,212				1		2		4		21																						28

		37,213				1		4		4		19		2																				30

		37,214										15																						15

		37,215						4		4		38		2																				48

		37,216						3		4		39																						46

		37,217				1		4		5		40.5		1																				51.5

		37,218						4		5		49		1		2																		61

		37,219				2		4		5		48		1																				60

		37,220						6		5		48		2																				61

		37,221						6		5		29																						40

		37,222				2		4		5		49		1																				61

		37,223						2		5		44		1																				52

		37,224				2		2		4		53		1																				62

		37,225						3		5		45		1																				54

		37,226										52		1		2						2				5								62

		37,227										55		1										4		5						2		67

		37,228										28		1										2								3		34

		37,229										48		2		4						2				4								60

		37,230												1										5		5		47						58

		37,231										1		1		2						2		2		5		48						61

		37,232										1												5		5		53		1		1		66

		37,233														4																		4

		37,234																				1		4		5		57		1		1		69

		37,235																						4		5		46		2				57

		37,236																						5		5		48		2				60

		37,237																						2		5		43		2		2		54

		37,238														5								2		4		42		3				56

		37,239														15												30		3				48

		37,240														20												2				3		25

		37,241																												2				2

		37,242																																0

		37,243														13																		13

		37,244														9																		9

		37,245														13																		13

		37,246																														4		4

		37,247														20		4																24

		37,248																																0

		37,249																																0

		37,250														7																8		15

		37,251														4																11		15

		37,252														4																8		12

		37,253														3																2		5

		合計		145		35		66		120		1066		20		131		4		68		7		35		53		416		16		45

		日数		1		19		23		34		43		17		18		2		1		5		11		12		11		9		12

		・鳶

		尾張鉄		鉄骨地組		ｔ		267		5,000		1,335,000

				鉄骨調整		ｔ		267		3,500		934,500

				架台・支柱据付け		ヶ所		19		13,000		247,000

				ｼﾞｬｯｷ		台		9		34,000		306,000

				足場組立		㎡		380		1,200		456,000

				東建方		ｔ		209		1,000		209,000

												0

												3,487,500

		木村建設		鉄骨地組		ｔ		209		5,000		1,045,000

				鉄骨調整		ｔ		209		3,500		731,500

				架台・支柱据付け		ヶ所		13		13,000		169,000

				ｼﾞｬｯｷ		台		6		34,000		204,000

				足場組立		㎡		380		1,200		456,000

				東建方		ｔ		267		1,000		267,000

												0

												2,872,500





ウェイクアップ
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エントランスキューブ

		

				鳶		建方相伴		調整		溶接		Ｇ仕上げ		塗装		雑鍛冶		本締め		鳶		地組相伴		調整		溶接		Ｇ仕上げ		塗装		雑鍛冶

		37,247				3										3																		6

		37,248																																0

		37,249																																0

		37,250				3																												3

		37,251				3										1																		4

		37,252				2										2						2												6

		37,253																				3												3

		37,254																																0

		37,265				3																				2		3						8

		37,266				3																				2		8						13

		37,267				3																						8						11

		37,268				3																						7						10

		37,269				3																								1				4

		37,270																																0

		37,271																																0

		37,272						3																										3

		37,273						3								4																		7

		37,274						2																										2

		37,275						2														3												5

		37,276						3																										3

		37,277																																0

		37,278						2																										2

		37,279																8																8

		37,280						2										8																10

		37,281																																0

		37,282																																0

		37,283																																0

		37,284																																0

		37,285						4										5																9

		37,286						5										4																9

		37,287						10										3																13

		37,288																																0

		37,289						8		2																								10

		37,290						2		2						5																		9

		37,291																																0

		37,292						3		4						4																		11

		37,293										7																						7

		37,294										2				2																		4

		37,295								3		8																						11

		37,296								3		12																						15

		37,297						3		4		12																						19

		37,298																																0

		37,299																																0

		37,300						2		4		12																						18

		37,301				2				4		12				1																		19

		37,302								5		15						4																24

		37,303								5		12				3																		20

		37,304						2		4		11				1		2																20

		37,305																																0

		37,306				2				2								3																7

		37,307				2						14						2																18

		37,308				2						16																						18

		37,309										13						2																15

		37,310										14				1		2																17

		37,311						2				13																						15

		37,312																																0

		37,313										19				3		3																25

		37,314						5		3		17																						25

		37,315						1				13				2																		16

		37,316								2		14																						16

		37,317										18						3																21

		37,318						6		2		16				1																		25

		37,319														2																		2

		37,320						4		3		13				1																		21

		37,321								3		13				3																		19

		37,322								3		15				6																		24

		37,323								3		15				5																		23

		37,324						2		3		18		1		2																		26

		37,325								4		15				8																		27

		37,326																																0

		37,327						2		4		16				7																		29

		37,328						3		4		14				7																		28

		37,329								3		18				8																		29

		37,330						2		3		10				4																		19

		37,331								3		10		1		9																		23

		37,332						3.5		2		9				4																		19

		37,333																																0

		37,334						4		2		6				3																		15

		37,335								3																								3

		37,336								3		11				1																		15

		37,337								1		9		1		3																		14

		37,338				2		1		2		10																						15

		37,339						6		1		9		1		1																		18

		37,340						3		1		20																						24

		37,341						3		1		20		1																				25

		37,342								2		17				3		2																24

		37,343								1		13		1																				15

		37,344								1		6		1																				8

		37,345																																0

		37,346								1		8																						9

		37,347								1		4																						5

		37,348								1		4																						5

		37,349								1		4																						5

		37,350								1		4																						5

		37,351								1		4																						5

		37,352								1		4																						5

		37,353								1		4																						5

		37,354																																0

		37,355								1		4																						5

		37,356								1		4																						5

																																		0

		合計		0		36		103.5		115		601		7		110		51		0		8		0		4		26		1		0
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Sheet2

				本工事				エントランス鉄骨工事

				西工区		東工区

		寸法		幅      ６７．５ｍ		幅          ４５ｍ		幅    ４８．８ｍ×２面

				高さ    ２８．２ｍ		高さ    ２８．２ｍ		高さ  １５．６ｍ

				奥行き ０．６６ｍ		奥行き ０．６６ｍ		奥行き ０．６ｍ

		重量		２６７ｔ		２０９ｔ		２３６ｔ

		組立精度		±２ｍｍ		±２ｍｍ		±２ｍｍ

		部材数		柱       ７８ピース		柱       ６３ピース		柱        ２８ピース

				梁     ３５６ピース		梁     ２１４ピース		梁      ２２０ピース

		溶接箇所数		１４９５ヶ所		９５５ヶ所		８８０ヶ所

		溶接工数		延べ  １１２人工		延べ    ５３人工		延べ   １１５人工

				平均    １３ヶ所／人工		平均    １８ヶ所／人工		平均       ８ヶ所／人工

		仕上箇所数		８０３０ヶ所		５１２０ヶ所		３５２０ヶ所

		仕上工数		延べ１０６６人工		延べ  ４５９人工		延べ   ６０１人工

				平均      ８ヶ所／人工		平均    １１ヶ所／人工		平均       ６ヶ所／人工

				西工区		東工区		エントランス

		溶接工数		13		18		8

		仕上工数		8		11		6

				エントランス		本工事

		溶接工数		8		16

		仕上工数		6		10
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鉄骨工事

（ヶ所／人工・日）

（在来工法）

（地組工法）

１．９倍

１．６倍

仕上

溶接

溶接

仕上

溶接工数

仕上工数

一日一人当たり施工箇所数



Sheet3

		






'71’(-77“»’ /:b’/‘) l::“-:"-“.r i, ] . "I 5 . # ;::.
- ?75%(} (u f? ‘ﬁ‘-ﬁ - -._-.-' |
@"Ftﬂzﬁﬂeﬂ* T 1 %%_‘;t&l;f ),

ﬂ- b
q_.'

LTI T O e LT

\o
‘H.

2000%



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
下地鉄骨全面積の………図れました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
在来工法（タワークレーンによる地組み・建方）と比較して、


このように約１０％のコスト低減が図れました。
建方設備の比較では、本工法がトン１２万円に対し、在来工法ではトン１１万円。計測費・労務費を含めると、本工法はトン２１万円で、在来工法はトン２４万円になると考えられます。


Sheet2

		





Sheet1

		

		本工法				在来工法						・鳶

		油圧ジャッキ		14,350,000		タワークレーン ９０日分		24,000,000				尾張鉄		鉄骨地組		ｔ		267		5,000		1,335,000

		油圧クレーン		4,200,000		油圧クレーン   ５０日分		8,000,000						鉄骨調整		ｔ		267		3,500		934,500

		材料費		23,119,080										架台・支柱据付け		ヶ所		19		13,000		247,000

		地組み架台		9,520,000		地組み架台		3,173,333						ｼﾞｬｯｷ		台		9		34,000		306,000

		機材ｾﾝﾀｰ労務費		5,430,000										足場組立		㎡		380		1,200		456,000

		計測管理		6,995,000										東建方		ｔ		209		1,000		209,000

		運搬費		780,000																		0

		地組測量		14,500,685		地組測量		19,549,685														3,487,500

		経費		2,500,000

		鳶工労務費		6,492,000				12,958,000		25,916		木村建設		鉄骨地組		ｔ		209		5,000		1,045,000

		鉄骨工労務費		17,750,000				33,750,000		67,500				鉄骨調整		ｔ		209		3,500		731,500

		仮設足場費		200,000		仮設足場費他		20,000,000						架台・支柱据付け		ヶ所		13		13,000		169,000

														ｼﾞｬｯｷ		台		6		34,000		204,000

														足場組立		㎡		380		1,200		456,000

		合計		105,836,765				121,431,018						東建方		ｔ		267		1,000		267,000

																						0

																						2,872,500

		クレーン		4,200,000		クレーン		32,000,000

		ジャッキ設備費		45,444,080		仮設足場費他		20,000,000

		地組み架台		9,520,000		地組み架台		3,173,333

		測量費		14,500,685		測量費		19,549,685

		労務費		32,172,000		労務費		46,708,000

		仮設足場費

		仮設電気費

		合計		105,836,765				121,431,018

				0.872

		鉄骨総重量		500		ｔ

		鉄骨総面積		3,173		㎡

		クレーン		4,200		クレーン		32,000

		ジャッキ設備費		45,444		仮設足場費他		20,000

		地組み架台		9,520		地組み架台		3,173

		測量費		14,501		測量費		19,550

		労務費		32,172		労務費		46,708

		仮設足場費		0				0

		仮設電気費		0				0

				0				0

				0				0

		合計		105,837		87		121,431

				212		87		243

				33		87		38

		建方設備費		59,164				55,173

				118		107		110
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				本工法				在来工法				・鳶

		油圧ジャッキ		14,350,000		ＴＣ＋ラフター４５ｔ		32,000,000				尾張鉄		鉄骨地組		ｔ		267		5,000		1,335,000

		油圧クレーン		4,200,000										鉄骨調整		ｔ		267		3,500		934,500

		材料費		23,119,080										架台・支柱据付け		ヶ所		19		13,000		247,000

		地組み架台		9,520,000		地組み架台		3,173,333						ｼﾞｬｯｷ		台		9		34,000		306,000

		機材ｾﾝﾀｰ労務費		5,430,000										足場組立		㎡		380		1,200		456,000

		計測管理		6,995,000										東建方		ｔ		209		1,000		209,000

		運搬費		780,000																		0

		地組測量		14,500,685		地組測量		19,549,685														3,487,500

		経費		2,500,000

		鳶工労務費		6,492,000		12,984		12,958,000		25,916		木村建設		鉄骨地組		ｔ		209		5,000		1,045,000

		住金労務費		17,750,000		35,500		33,750,000		67,500				鉄骨調整		ｔ		209		3,500		731,500

		仮設足場費		200,000		仮設足場費		20,000,000						架台・支柱据付け		ヶ所		13		13,000		169,000

		仮設電気費												ｼﾞｬｯｷ		台		6		34,000		204,000

														足場組立		㎡		380		1,200		456,000

		合計		105,836,765				121,431,018						東建方		ｔ		267		1,000		267,000

																						0

																						2,872,500

		クレーン		4,200,000		クレーン		32,000,000

		ジャッキ設備費		45,444,080		仮設足場費他		20,000,000

		地組み架台		9,520,000		地組み架台		3,173,333

		測量費		14,500,685		測量費		19,549,685

		労務費		32,172,000		労務費		46,708,000

		仮設足場費

		仮設電気費

		合計		105,836,765				121,431,018

				0.872

		鉄骨総重量		500		ｔ

		鉄骨総面積		3,173		㎡

		クレーン		4,200		クレーン		32,000

		ジャッキ設備費		45,444		仮設足場費他		20,000

		地組み架台		9,520		地組み架台		3,173

		測量費		14,501		測量費		19,550

		労務費		32,172		労務費		46,708

		仮設足場費		0				0

		仮設電気費		0				0

				0				0

				0				0

		合計		105,837		87		121,431

				212		87		243

				33		87		38

		建方設備費		59,164				55,173
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、他社に無い………高く評価されました。
以上で発表を終わります。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45

